
一宮川水系流域治水マスタープラン
及び流域水害対策計画について
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令和元年１０月２５日の大雨による浸水被害
■ 令和元年１０月２５日の大雨では、雨の降り方、河川整備の進捗状況、地形、
氾濫区域の資産分布などから、中上流域において甚大な浸水被害が発生した。

■ 一宮川流域浸水対策特別緊急事業では、河川整備と内水対策、土地利用施策が連携して
令和元年１０月２５日の大雨による家屋等の浸水被害ゼロを目指す。

一宮川流域浸水対策
特別緊急事業による
被害軽減効果
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下流域

家屋被害なし



令和１１年度末迄の河川整備
■ 令和１１年度末迄に、以下の河川整備について実施
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築堤護岸工
R2～R6
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⾧南町

河道拡幅
R1～R6

護岸法立て
R1～R6

【凡 例】

令和元年10月豪雨 浸水範囲

中下流域（～R6末迄）

上流域・支川（R4～R11末迄）

一宮川第三
調節池の整備
R4～R11

河道改修
R4～R11

河道改修
浸水防止対策
（輪中堤等）
R4～R11

遊水機能
の保持

河道改修
浸水防止対策
（輪中堤等）
R4～R11

一宮川第二
調節池の増設
H27～R5

中下流:河川を広げるなど洪水を速やかに流下上流域:一定程度の河川整備＋貯留
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中下流域上流域

令和元年１０月２５日大雨対策への対応

■ 上流域は、河川整備後に減少するも、外水氾濫が残余。

■ 中下流域は、河川整備後に外水氾濫は解消するも、内水氾濫が残余。

河川整備で
低減

河川整備で
低減

外水氾濫が
残余
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内水氾濫が
残余
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中下流域上流域

排水対策
（流す）

令和元年１０月２５日大雨対策への対応

■ 上流域は、河川整備と併せて、輪中堤や建築ルールで対応する。

■ 中下流域は、河川整備と併せて、具体的な内水対策の内容や実施期間を
明確化・具体化する必要がある。

河川整備
（流す）

河川整備
（流す）

内水氾濫の対策
（令和5年度に

茂原市で検討予定）
↓

明確にして着実に実施
↓

進捗状況、治水効果を
フォローアップ

外水氾濫
の対策

雨水貯留対策
（ためる）

土地利用施策
（受け流す）

輪中堤 等
（受け流す）

家庭や企業、農地での対策

ポンプ整備など

リスクが残余すれば必要
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中流域における内水対策 6

■ 中流域では、現在、以下の内水対策に取り組んでいるところであるが、

河川整備後も内水氾濫が残余するため、さらなる内水対策について検討
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上流域における建築ルール 7

■ 令和１１年度迄の河川整備により、令和元年豪雨と同規模の降雨でも、
既存家屋の床上浸水被害は解消される見込みだが、
浸水リスクが残る地域で新たに建築する際に、浸水被害を受けにくくするため、
⾧柄町、⾧南町では、「浸水警戒区域に関する条例」を制定した。

■ 今後、個別の地域に丁寧に説明を行った上で、理解を得ながら区域指定を行う。

居住室等
床面を高くする

輪中堤

輪中堤外輪中堤内

宅盤を嵩上げする

既存家屋は
輪中堤で守る

新たに建築する際の
ルールを設ける

条例による建築に関するルールのイメージ



流域水害対策計画の策定 8

■ 一宮川水系では、流域治水の更なる推進にあたって、

「河川整備等の加速化」とともに、「水害に強いまちづくり」のため、

・ 特定都市河川浸水被害対策法※の活用

について、令和４年９月５日に開催された一宮川流域治水協議会において合意。

■ 特定都市河川浸水被害対策法は、

流域治水の実効性を高めるため改正され、

令和3年11月に施行。

（法制度の内容）

・ 特定都市河川の指定

・ 流域水害対策計画の策定 など

第５回一宮川流域治水協議会の様子

令和元年10月25日の大雨の
対策を位置付けて
河川整備の加速化、
流域対策の推進



流域水害対策計画の策定

■ 流域水害対策計画は、以下の項目を定める。
（現時点で盛り込むことを想定する内容を青字で記載）

① 計画期間
② 浸水被害対策の基本方針
③ 都市浸水の発生を防ぐべき目標となる降雨 → 令和元年10月25日の大雨
④ 前号の降雨が生じた場合に都市浸水が想定される区域及び浸水した場合に想定される水深
⑤ 特定都市河川の整備に関する事項 → 県が行う河川整備
⑥ 雨水貯留浸透施設の整備に関する事項
⑦ 特定都市下水道の整備に関する事項 → 茂原市が行う内水対策（下水道整備）
⑧ 河川管理者及び下水道管理者以外の者が行う雨水貯留浸透施設の整備
その他浸水被害の防止を図るための雨水の一時的な貯留又は地下への浸透に関する事項

⑨ 雨水貯留浸透施設整備計画の同項の認定に関する基本的事項
⑩ 下水道管理者が管理する特定都市下水道のポンプ施設の操作に関する事項
⑪ 土地の利用に関する事項 → ⾧柄町、⾧南町における浸水警戒区域の指定
⑫ 貯留機能保全区域又は浸水被害防止区域の指定の方針
⑬ 浸水被害が発生した場合における被害の拡大を防止するための措置に関する事項
⑭ 浸水被害の防止を図るために必要な措置に関する事項
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中下流域

排水対策
（流す）

気候変動等による影響への対応

■ 開発行為などの土地利用の変化や気候変動等により、浸水被害リスクが増大
→ 不確実性が大きくゼロリスクは不可能であるため、できることを持ち寄る

河川整備
（流す）

雨水貯留対策
（ためる）

土地利用施策
（受け流す）

開発行為
気候変動 等雨の降る場所や時間など

雨の降り方は
多様なパターンがあり、
不確実性が大きい
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上流域

河川整備
（流す）

開発行為、
気候変動 等
輪中堤 等
（受け流す）

＜さらなるリスク＞
・ 出来る事を持ち寄る

＜令和元年豪雨＞
・ 家屋の浸水被害の
解消を目指す
・ 具体的なメニュー
確実に実施

＜令和元年豪雨＞
・ 家屋の浸水被害の
解消を目指す
・ 具体的なメニュー
確実に実施

＜さらなるリスク＞
・ 出来る事を持ち寄る



流域治水の推進体制、会議の開催実績

一宮川流域治水協議会
・ 一宮川流域治水プロジェクトの策定
・ 対策の実施状況のフォローアップ 等

茂原市部会
・ 茂原市における
具体的な対策に
関する協議 等

⾧柄町部会
・ ⾧柄町における
具体的な対策に
関する協議 等

自治分科会

農業分科会

⾧南町部会
・ ⾧南町における
具体的な対策に
関する協議 等

■ 流域治水協議会の開催状況
R3.3.23 第１回協議会
R3.9.14 第２回協議会
R4.2.18 第３回協議会
R4.5.30 第４回協議会
R4.9.5 第５回協議会
R5.3.24 第６回協議会（今回）

R3.5.24 第１回部会
R4.1.26 第２回部会（書面）
R4.8.4 第３回部会（書面）
R5.1.24 第４回部会

徳増地区意見交換会

水上地区意見交換会

被害対策分科会

雨水貯留分科会

R3.7.30 第１回意見交換会
R3.10.27 第２回意見交換会
・ 輪中堤、建築ルールに合意 須田地区意見交換会

R3.6.23
第１回分科会

R3.10.13 第１回
・ 輪中堤、建築ルール
について合意

R3.7.29 第１回意見交換会
・ 遊水機能の保持について合意
・ 中下流を守るため、流出を遅らせる対策を検討中

R3.12.15 第１回自治分科会
・ 茂原市内の関係自治会⾧が出席
・ 開発規制強化など検討中
R4.8.4 第２回自治分科会（書面）
R4.12.22 第３回自治分科会

R3.12.15 第１回農業分科会
・ 茂原市内の農業団体代表が出席
・ 田んぼダムなど検討中
R4.7.22 第２回農業分科会（書面）
R4.12.22 第３回農業分科会

市町村⾧
県関係課⾧、所⾧

（河川、都市、建築、農林）

県・市町村関係部局、
町議員、自治会⾧、
農業団体代表 等

県・市町村関係部局、
地区住民、自治会⾧、
農業団体代表

一宮町、睦沢町、⾧生村部会
・ 一宮町、睦沢町、⾧生村
における具体的な対策に
関する協議 等

R4.2.17
第１回合同開催
R4.8.26 工事見学会
R5.3.15
第２回合同開催

R3.5.31 第１回部会
R3.12.23 第２回部会
R5.2.24 第３回部会

R3.5.25 第１回部会
R3.11.17 第２回部会
R4.7.5 第３回部会
R5.2.24 第４回部会

■ 部会は市町村が事務局だが、県が部局横断的にバックアップ
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一宮川水系流域治水の取組状況 12



一宮川水系流域治水マスタープラン（ＭＰ）の骨子（案）
■ 流域治水ＭＰの骨子（案）は、以下のとおりとしたい。
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１．基本理念

３．対策を推進する仕組み
・ 流域治水協議会（市町村部会、分科会）や関連協議会などの推進体制
・ マスタープランのリバイス、フォローアップ など

（１）令和元年１０月２５日の大雨への対策
・ 令和11年度末迄に実施
・ 河川整備、流域対策の実施量、効果を定量的に整理
・ 流域治水協議会にて進捗管理（着々と進める）
・ 現在の法制度や枠組みに基づく対策

（２）さらなるリスクへの対策
・ ⾧期
・ 上記（１）に加えて、流域のあらゆる関係者が出来る事を持ち寄る
・ 流域治水教育、流域治水文化の醸成、
また、既存の法制度や枠組みを超えた対策も含む

一宮川水系流域治水マスタープラン

２．対策内容（流域治水プロジェクト）

流域水害対策計画
に位置づけたい


